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２ 予算の執行状況 

 

(1) 収益的収入及び支出（記載金額は消費税及び地方消費税額を含む。） 

収益的収支に係る予算の執行状況は、次のとおりである。 

 

ア 収益的収入の予算執行状況 

　　収　入 (単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額
予算現額に対する

決算額の増減
執行率

水道事業収益 4,871,760 4,972,079 100,319 102.1
　営業収益 4,633,234 4,721,276 88,042 101.9
　営業外収益 237,684 247,758 10,074 104.2
　特別利益 842 3,045 2,203 361.6  

（備考） 決算額には、仮受消費税及び地方消費税 348,857千円を含む。 

営業収益の内訳は、給水収益（水道料金）46 億 6,650 万 6 千円及びその他営業収益 5,477 万円

となっている。営業外収益には、長期前受金戻入（注）2億 2,843万 7千円が計上されている。 

 
（注） １ 長期前受金： 減価償却を行うべき固定資産の取得又は改良に充てるための補助金等の交付を受けた

場合における、その交付を受けた金額に相当するもの 
 

    ２ 長期前受金戻入： 償却資産の取得又は改良に伴い交付される補助金等について負債に計上した長期

前受金のうち、減価償却見合い分を収益化したもの 

 

イ 収益的支出の予算執行状況 

　　支　出 (単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額 不用額 執行率
水道事業費用 4,380,443 4,134,465 245,978 94.4
　営業費用 4,142,023 3,920,235 221,788 94.6
　営業外費用 213,029 212,029 1,000 99.5
　特別損失 5,391 2,201 3,190 40.8
　予備費 20,000 0 20,000 0  
（備考） 決算額には、仮払消費税及び地方消費税 149,065千円並びに消費税及び地方消費税納付額 

95,677千円を含む。 

営業費用は、原水及び浄水費 14億 6,698万 3千円（うち受水費（注）8億 9,167万 4千円を含む。）

や、減価償却費 13億 6,428 万円が執行額の大きなものとなっている。また、不用額については、

退職給付費を含む人件費関係の経費、及び委託料や修繕費の執行残が主なものである。                                            

営業外費用は、企業債に係る支払利息 1億 1,635万 2千円が主なものとなっている。 

 

（注） 受水費： 本年度分の福岡県南広域水道企業団受水料金 891,417 千円（66 円×12,592,500 ㎥+9 円×

6,701,385㎥＝891,417千円）に、大木町及び筑後市受水料金 257千円を加えたものである。 



 

133 

 

 (2) 資本的収入及び支出（記載金額は消費税及び地方消費税額を含む。） 

資本的収支（設備投資など、支出の効果が翌年度以降に及び、将来的な収益に対応することとなる

取引などの収支）に係る予算の執行状況は、次のとおりである。 

 

ア 資本的収入の予算執行状況 

　　収　入 （単位：千円・％）

区　　分 予算現額 決算額
予算現額に対する

決算額の増減
執行率

資本的収入 1,213,465 1,161,255 △ 52,210 95.7
　企業債 900,000 900,000 0 100
　負担金 159,847 107,037 △ 52,810 67.0
　加入金 151,913 152,075 162 100.1
　固定資産売却代金 1,705 2,143 438 125.7   

（備考） 決算額には、仮受消費税及び地方消費税 12,036千円を含む。 

  資本的収入は、企業債 9 億円や、加入金 1 億 5,207 万 5千円及び負担金 1 億 703 万 7千円が主

なものである。 

 

イ 資本的支出の予算執行状況 

　　支　出 （単位：千円・％）

区　分 予算現額 決算額 繰越額 不用額 執行率

資本的支出 3,582,557 2,853,867 192,400 536,290 79.7
  建設改良費 2,385,434 1,703,186 192,400 489,848 71.4
  企業債償還金 668,236 641,795 0 26,441 96.0
  補助金返還金 8,887 8,886 0 1 100.0
　 他会計への長期貸付金 500,000 500,000 0 0 100
  予備費 20,000 0 0 20,000 0  

（備考） 決算額には、仮払消費税及び地方消費税 115,984千円を含む。 

  資本的支出は、建設改良費のうち配水管布設や水道管改良などの工事請負費 13億 9,977万 3千

円や、企業債償還金 6億 4,179万 5千円が主なものとなっている。 

  建設改良費の繰越額は、水道管の移設・改良工事などを翌年度に繰り越したことによる。 

   

ウ 資本的収支の不足額 

本年度の資本的収支における不足額は、以下のとおりとなる。（補てん状況については、「(3) 

資本的収支不足額の補てん状況」を参照） 

    資本的収入額      資本的支出額    資本的収支不足額 

    1,161,255千円 － 2,853,867千円 ＝ △ 1,692,612千円 
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(3) 資本的収支不足額の補てん状況 

資本的収支不足額の補てん状況は、次表のとおりである。 

 

資本的収支不足額の補てん額 

 

（備考） 

１ 消費税及び地方消費税資本的収支調整額：仮受消費税額等と仮払消費税額等の差額から特定収入見合消費税額

を除いたものを、資本的収支予算の調整額として会計上別途内部留保するもの。 

２ 減債積立金：特定の目的のため議会の議決を経て積み立てた積立金の１つで、補てん財源として使用できる。 

３ 損益勘定留保資金：実際の支出が行われずに帳簿上計上される費用の合計額。内部留保資金にできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）
区　　　分 補てん額

　消費税及び地方消費税資本的収支調整額　〔当年度分〕 103,948

　減債積立金 641,795

　損益勘定留保資金　〔過年度分〕 946,869

計 1,692,612


